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イギリスのお城シリーズ ～ 第 4 弾 ～

国際交流員
ウォン・チンイン・クレオ

エディンバラ城　英：Edinburgh Castle

エディンバラ城は世界遺産として登録されている「エディンバラ旧市街」*1（英：The Old Town 
of Edinburgh）にあります。城は今、エディンバラを象徴する主要な観光名所として一般公開 *2 をし
ていますが、以前はスコットランド王家の宮殿であり、重要な軍事要塞でもありました。１２世紀から
使われていたこの城は、エディンバラの歴史を見届けてきた古代からの要塞です。

　すがすがしい初夏の季節となりました。皆さんお元気でお過ごしですか。

　今回はイギリスのお城シリーズの第４弾で、スコットランドにある「エディンバラ城」

を紹介したいと思います。エディンバラ城はスコットランドの首都、エディンバラを代

表するランドマークの１つで、人気の観光地ですが、駐留部隊のいる数少ない城でもあ

ります。お城はキャッスル・ロック（英：Castle Rock）と言う、高さ約１３０メート

ルもある岩栓 ( がんせん ) の上にありますので、エディンバラ市の景色を一望すること

ができる他、市内の色々なところからもお城が見えます。今は海外への渡航を勧めるこ

とはできませんが、落ち着いてからはぜひこの城へ行ってみてください！

エディンバラ城の中にはセント・マーガレット教会堂（英：St. Margaret's Chapel）と言う、１２
世紀に建設された小さな教会堂があります。この教会堂は城内だけではなく、エディンバラで最も古い
建物でもあります。以前は王家の礼拝堂でしたが、今は結婚式や洗礼式などに多く使われ、一般見学も
可能です。

毎年８月に、世界有名の「ロイヤル・ミリタリー・タトゥー」*3 がエディンバラ城で開催されます。
「タトゥー」と言いますが、刺青と全く関係がなく、軍楽隊の行進曲の事です。その起源は軍隊の帰営
の合図だそうです。１９５０年から開催されているこの軍楽隊のパレードは、民間団体や海外の団体も
参加しています。バグパイプとドラムの演奏以外に、スコットランドの伝統的なハイランドダンス（英：
Highland Dance）も鑑賞することができます。このスコットランドの伝統が集結する、壮大で壮観な
イベントですが、残念ながら私は一度もライブで見たことがありません。なぜかと言うと、チケットは
すぐ売り切れるからです！

*3 今年は新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止です。

城内で一番人気のスポットはおそらくスコットランド王家の王冠や宝石などが展示されているクラウ
ン・ルーム（英：Crown Room）です。即位の宝器である王冠、王

おうしゃく

笏と剣は１５４３年のスコットラ
ンド女王、メアリー・ステュアート（英：Mary, Queen of Scots）から、１６５１年のチャールズ２
世の戴

たいかんしき

冠式まで使われた、イギリスで現存する最も古い王家の象徴です。私もこのクラウン・ルームに
１回しか入ったことがありませんが、あのキラキラと輝く王冠とダイヤは一度見たら、忘れられません！

ロイヤル・ミリタリー・タトゥー　英：Royal Mil itary Tattoo

*2 現在は新型コロナウイルス感染拡大防止のため臨時休業中です。

*1 平成 7 年（1995 年）に「エディンバラの旧市街と新市街」（英：Old and New Towns of
　  Edinburgh）として登録されました。
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